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メタバースに士業事務所の「支店」が出現！【LEADERS DIGESTにて】
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社会保険労務士法人みらいコンサルティング　代表
一般社団法人労務コンプライアンス協会・理事

福田芳明氏

「労務管理の視点で考える、より良い社会の実現！」労務
のプロが学び合い高め合う新たなプラットフォームとして
2021年 5月に発足した労務コンプライアンス協会。本稿
は、協会理事の福田芳明氏を取材特派員として、全国の注目
事務所へのインタビューを行うシリーズ企画（文・武田司）

強いところでしか、戦わない
福田　社会保険労務士法人ガルベ
ラ・パートナーズの成り立ちから
お聞かせください。
渡邉　ガルベラ・パートナーズグ
ループは、吉住幸延（グループ代
表）が立ち上げたグループです。
吉住は中国ビジネスに興味を持
ち、経営コンサルティングと海外
進出支援を結び付けたビジネスを
立ち上げました。
　株式会社が 2005 年に設立さ
れ、税理士法人と共にグループの
核となっていたようです。社労
士法人は 2006 年に設立したもの
の、株式会社や税理士法人と比べ
ると小規模であったと聞いていま
す。
　私自身は創業メンバーではな
く、2014 年に株式会社ガルベラ・
パートナーズに勤務社労士として
採用され、その後、2015 年に社
労士法人の代表に就任しました。
就任当時は社労士法人の営業基盤

は弱く、経営方針に悩むことが多
かったのですが、とあるご縁か
ら、個人で開業していた社労士 2
名に大阪事務所と東京事務所に入
所してもらうことができました。
ですから当初は、社労士 3名の
個人事務所の集合体のような形で
の立ち上げになりました。
　同じ法人内に所属しています
が、同僚というよりも同業者に近
い感覚です。そうした経営体制で
すので、顧客も各社労士の人脈に
紐づいていました。
　そのような流れで、2015 年か
ら実質的に社会保険労務士法人ガ
ルベラ・パートナーズはスタート
しました。メンバーそれぞれの得
意な領域で、見込客を見付けてい
く。私も、ご紹介いただいたもの
は断らずに何でもやっていまし
た。ＩＰＯの労務監査も、最初は
恐る恐るという形でやっていまし
たね（苦笑）。でも、一度やると
そこからまたご紹介が繋がってい
きました。

　今でも個人事務所の集合体のよ
うな社風は残っています。有資格
者が５名いて全体では１０名に
なっていますが、当時からそれほ
ど状況は変わっていないように思
います。
福田　グループ内での連携は、ど
の程度ありますか？
渡邉　もともとはワンストップ・
サービスとして、一つの企業の課
題をさまざまな士業で解決できる
ことをグループの中心的な価値に
していました。ただ、グループ各
社がそれぞれの得意分野を深掘り
するようにサービス展開を始める
と、関与先が多様化してきている
ように感じています。それぞれが
得意としている領域や顧客層が多
様化しているような印象なのです
が、グループ内での案件紹介は活
発に行われています。
福田　たしかにお客様の層が異な
ると、ワンストップは難しくなり
ますね。 
渡邉　強みのない分野の仕事を行

　　 インタビュアー

　　　　社会保険労務士法人ガルベラ・パートナーズ　　 　渡邉大氏
東京都港区
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う必要はないと皆には話してい
て、たった１０名しかいないのだ
から強いところで、勝てるところ
で戦うべきだと考えています。
福田　なるほど。限られたリソー
スの中での選択と集中は絶対に必
要ですね。
　人事や労務面を支援してほしい
という会社には、伸びている会社
が多いように思います。一方で経
営コンサルでは、成長支援もあり
ますが、再生支援などもあるので
ニーズが異なるように思います
ね。
渡邉　そうですね。私たちは人事
労務に対して、一定の投資をしよ
うとお考えの企業様を見込客とし
て考えています。
　これは社労士業界ではよく聞く
話だと思うのですが、例えば、こ
れまで税理士法人に税務といっ
しょに給与計算や手続業務を依頼
していたお客様だと、社労士に別
途料金を払ってまで委託しようと
いう考えに切り替わらない場合が
あり、こういったご状況ですと、
無料相談的なやり取りが続くばか
りで、我々としては何もできない
ことになります。
　積極的に人事・労務面の課題に
お金をかけようという流れが生ま
れてきたのは、最近のことだと思
いますが、こうした流れはありが
たく感じています。
福田　そうですね。社労士に求め
られる業務は、この１０年から
１５年で大きく変わりました。
渡邉　この数年で、法律も複雑に
なり、労務トラブルも増えていま
すので、経営から見たときの労務
という分野が重要になってきまし
た。

ワンストップ・サービスは
同業者間で
福田　社労士法人の業務として
は、ＩＰＯ時の労務監査などのほ
かに、手続き業務や給与計算業務
なども行われているのですか？
渡邉　そうですね。労務顧問と給
与計算は私たちのビジネスのゴー
ルです。それらをワンセットでご
契約いただき、長く継続していく
ことがビジネスのべースになりま
す。入り口はどこからであって
も、最終的にはそこがゴールだと
思います。
　ただ、人材の確保がこの数年
で、大きな問題になってきていま
す。仕事を増やすよりも、人材を
確保するのが大変です。
福田　いくらＤＸやＩＴ化と言っ
ても、やはりマンパワーが必要で
すからね。

渡邉　必要な人材を確保するため
には、採用エリアを拡大する必要
があると思います。
　グループ内で意見は統一できて
いないのですが、2020 年３月頃
から、社労士法人は完全テレワー
クに振り切ろうと決めて業務を
行っています。コロナが短期で収
束しようが長引こうが、テレワー
クは継続する。テレワークを前提
にしたシステム、組織、営業スタ
イルに変えました。訪問がないな
ら顧問契約を解除するとおっしゃ
るお客様がいれば、それはやむを
得ない場合もあるということも所
員に話しました。
　電子化やクラウド化が急速に進
んでいますから、成果物はオンラ
インで納品できますし、その成果
に評価をいただき報酬が発生する
のであれば、それで私たちのビジ
ネスは成立していると思います。

渡邉大氏
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　もちろん、営業時のご挨拶や調
査対応等は訪問することが基本に
はなるのですが、最近は初回面談
からリモートで行っているお客様
も多くなっています。
　一度もリアルでお会いしたこと
のない顧問先で、１年以上契約が
続いているところも増えてきてい
ますので、社労士業務はフルオン
ラインでも価値を提供できるもの
だと感じています。
　フルオンラインであれば採用エリ
アが広がるので、東京事務所所属の
スタッフであっても、住んでいると

ころはどこでもよくなります。
福田　社内での定期的な打合せな
ども、オンラインで行われている
のですか？
渡邉　全社出社日は月一で決めら
れています。これは税理士法人ほ
か、グループ法人各社を含めた全
体会議です。
　社労士法人内では、月一回オン
ラインで全体会議を行っていま
す。2020 年に完全テレワークに
した際に、できるだけ分業を明確
にして、共同で行う業務を減ら
し、顧問先ごとに担当者が責任を

もって業務実施をする体制にした
ので、全体での共有事項はそれほ
ど多くありません。
　そうすると、従業員がお客様を
持って独立するリスクがあると言
われますが、私としては、それは
それでよいのではないかと考えて
います。独立した担当者に、お客
様がついていくことを希望される
のであれば、そこまでご信頼をい
ただいた担当者の功績なので、法
人としてはやや寂しい気持ちは
あっても、素直に応援してあげた
い気持ちになります。
福田　そこまで割り切っているの
ですね。
渡邉　もともと個人事務所の集ま
りでしたので、オーナーシップの
感覚が薄く、独立してお客様がそ
の人を選択するなら、それは一つ
のあり方だと思っています。
福田　なるほど。ＩＰＯ支援関連
の業務はご紹介がメインになると
思いますが、どのようなところか
らの紹介が多くなっていますか？
渡邉　御社も感じていることだと
思いますが、現在は労務監査を行
う受け皿が多くありません。引き
受け先がなく、弊事務所にもよそ
で断られた案件のご紹介をいただ
くことがあります。
福田　ご紹介の頻度は多くなって
いますか？
渡邉　この数年は多くなりました
ね。ただ、実際に労務ＤＤを行う
と、上場基準には達していない企
業も多くあります。それでも上場
に限らず、Ｍ＆Ａなども含めて労
務監査案件は増えています。
　受け皿も増やしていかなければ
なりませんが、社労士業界として
監査のクオリティも統一していか
なければならないのではないかと
も思います。
　そういう意味で、御社の労務コ
ンプライアンス協会のように、業
界全体のレベルの底上げをしてい
くことはすばらしい取り組みだと

エントランスの様子

所内に設置されているカフェの様子
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思います。
福田　ありがとうございます。Ｉ
ＰＯ時の監査でも労務の場合は、
期間も短いですからね。もうすこ
し時間があればとも思います。
渡邉　どのレベルで監査するのか
によっても、クオリティは変わり
ますけどね。監査法人の会計監査
であれば、膨大な人員と時間をか
けて監査していますが、労務では
予算も限られますから、そこに投
入できる工数も決まってきます。
　ですから、どこまで網羅して調
査するかは、知識や専門性という
よりも、知恵の出し合いになって
きます。
　１００％のチェックをすること
はできません。必ず抽出検査にな
りますので、その中で、９割なの
か８割なのか、一定のクオリティ
を出していかなければなりませ
ん。
　調査と言ってもピンからキリま
であって、報告書一枚しか出さな
い事務所もありますし、大変な労
力をかけて精緻に実施している事
務所もあるので、そこはお客様の
希望ラインをお聞きしながら、弊
事務所としてベストと考えるご提
案をさせていただき、ご納得いた
だけるならご発注くださいとお願
いをしています。私たちは、時間
的にも費用的にも、できるだけ
リーズナブルに提案することが多
いのですが。
福田　調査後は顧問契約でご支援
されていく形ですか？
渡邉　そうですね。もともと労務
監査の業務を始めたのは、顧問契
約を増やすことが目的でしたの
で、ゴールは当然そこになりま
す。労務監査から入ることで、す
でに信頼関係ができているので、
顧問契約をご依頼いただける可能
性は高くなります。
　しかし問題はやはりマンパワー
で、実行支援は工数がかかるの
で、顧問契約が受けにくくなって

おり、スポット業務である労務監
査に注力しているような状況で
す。完全に手段と目的が逆転して
います（苦笑）。
福田　確かに私たちもそこは難し
くて、案件をご紹介いただくので
すが、私たちだけで手が回らない
ときもあるので、労務コンプライ
アンス協会の会員の先生方と一緒
に、調査や実行支援をさせていた
だくことも増えています。
渡邉　業界単位、複数法人単位で
受け皿を作っていかなければ、い
つか手詰まりになってしまいます
ね。
　業界ごと、地域ごとにそれぞれ
強い事務所があれば良いと思いま
す。ただ、労務監査はまだ手法が
統一されていない問題もあるの
で、紹介もしにくい面があります。
福田　そうですね。経験値にも左
右されますので、仕事も進め方も
人によって変わります。品質を担
保するためには、そうした知識や
知恵、ノウハウの共有や連携が必
要になってきます。
渡邉　先ほど申し上げたように、
私たちもグループ間の連携は悩ま
しく思っていまして、各士業で狙
うターゲットが必ずしも一致しな

い面があります。
　ですから、コンサルティング
ファームのように他士業と連携す
るよりもむしろ、得意領域と経験
値を持った同業者同士で連携をし
た方がビジネスのメリットがある
と思います。
福田　そうですね。そうした連携
ができれば、企業側からしてもお
客様側からしてもメリットがあり
ます。
渡邉　労務コンプライアンス協会
さんを核に、労務監査と労務コン
プライアンスというキーワードで
多くの事務所が集まって、受託能
力を高めていくことができればい
いですね。
福田　ありがたいことに地域ごと
に活躍されている事務所様が協会
に参加されていますので、これか
ら横の連携をより強化できれば協
会の力も高まっていくと思いま
す。まだまだ足りない部分はあり
ますが、少しずつでも進めていき
たいと思っています。
渡邉　運営側のご苦労は理解して
いますので、いつも感謝していま
す。相当のコストもかかっている
と思いますが、ぜひご継続してい
ただければと思います。■

グループ全体会議の様子

FIVE STAR MAGAZINEFIVE STAR MAGAZINE2022.11 45


